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Hospital   Chairman

令和５年４月

　暖かな日差し、春の暖かさを感じ雲一つない晴天のもと、桜の花もまだ咲き

誇るなか、４月３日、嶋田病院では、新入職者35名を迎え入職式が行われました。

今回の入職式では、新入職者のご家族の方にも参加していただきました。新入職者

の中には、最後の学生生活をコロナ禍の中で制限され十分に謳歌できなかった

人も多くいます。すべての新入職員が新たな職場で様々なことにチャレンジ

し、それぞれの人生をゆたかなものにしてくれることを願っています。

　コロナの患者さんが減少していく中、コロナ禍以前から懸念されていた、

高齢化社会に伴う様々な医療における問題が現実のものとして感じるように

なりました。コロナ禍の中、受診したくても受診できない状況となったことから、

「かかりつけ医」について様々な議論が重ねられています。日本医師会は「かかり

つけ医はあくまで国民の方々が選ぶもので、かかりつけ医が複数となること

もある」との見解を出しています。私も「患者さんとの信頼関係の中でかかり

つけ医が決まるもの」と考え、嶋田病院としても、病院内のいろいろな先生方

との協力連携や、地域の医療機関の先生方とも連携をさらに強め、地域住民の

方々が24時間、365日安心して受診できる体制を支援できるものとなればよい

と考えています。嶋田病院としては今後、「総合診療科（総合外来）」の機能を

高め、どこを受診（紹介）したらよいかわからない住民の方々や地域の先生方

が受診（紹介）しやすい環境を整えていきたいと考えています。

　また、コロナ禍の中でがん検診の受診数が減少し、早期癌の発見件数が減少

しているとの報告もみられています。多くの住民の方々に検診受診を勧め、

進行がんの増加を防ぐことも大切だと考えています。今後、住民の方々の医療・

介護に対する不安にこたえられるように相談窓口の設置も進めていきます。

　これからも、地域住民の方々が安心して暮らせるように努めてまいります。

会　　長
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木原　俊之 先生

貴院の紹介をお願いします

先生の趣味・特技は？

　最近は自身の健康寿命の
延伸のためジムに通っています。
子どもの頃、ラジオの気象通報を
聴いては天気図を描くのが楽しみ
でした。リタイア後は気象予報士
の資格取得にチャレンジしたいと
思っています。

私たちの町の施設紹
介

木原歯科医院

〒838-0114　小郡市小郡1160番地１
Tel：0942-65-5701　Fax：0942-65-5702

休診日 /日・祝日、土曜日の午後

診療科名/歯科・歯科口腔外科・小児歯科・矯正歯科

院　長 木原　俊之先生

　10年前の平成26年に小郡小学校体育館西側で開業しま
した。父が昭和42年から平成12年までこの地で歯科医院を
開業しておりましたので、実は2代目です。　
　私自身は久留米大学と大分県済生会日田病院に勤務し、
口腔外科専門医として、顎や口の中の病気や外傷の診療に
20年以上携わってきました。
　これまでの経験を活かし、生まれ育った地元小郡市で専門
的な治療ができる歯科医院を目指してきました。現在では嶋田
病院をはじめ、地域の病院医院や歯科医院の先生方から口腔
外科専門治療のため多くの患者さんをご紹介頂いています。
　また、歯周病のケアや小児の虫歯予防、小児・成人の歯列
矯正にも力を入れています。診療時間 月 火 水 木 金 土 日

8:30～12:30
14:00～18:00

第20回

「シマダのチカ
ラ」では嶋田病

院を支える

スタッフを紹介
していきます。

子供に合わせてサッカーの試合に
行ったり、買い物に行ったりして
います。

Profile
福井　繭子さん
（ ふくい　まゆこ ）

出 身 地

勤務年数 10 年目
八女市黒木町

趣味・特技・休日にしていること

　以前、働いていた病院で入院中の患者さんの化学療法に
関わっていたことがきっかけです。
　嶋田病院に勤務する様になってからは外来での化学療法に
携わるようになりました。

　患者さんと話をする中で不安に思っている事などを聞き
出し、解決につながるような働きかけができるよう心がけて
います。

多忙な外来では内に秘めたリーダーシップを発揮！
そして看護師でも限られた人しか対応できない化学療法
を影ながらサポートし外来の様々な場面で活躍している
看護師　福井　繭子さんにインタビューしました。

化学療法中の患者さんと関わるときに
これだけは「心掛けている」ということは

ありますか？

　患者さんが化学療法中も快適に過ごせるような環境
整備を行うと共に、心の中にある不安などを表に出し
やすいような関係性を築いていきたいと思います。

今後の目標を教えて下さい。
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化学療法に携わるようになった
きっかけはありますか？



令和5年4月15日発行Vol.130　創刊/昭和54年1月14日発行　発行/社会医療法人シマダ嶋田病院  〒838-0141  福岡県小郡市小郡217-1　☎0942（72）2236
HP http://www.shimadahp.jp   MAIL info@shimadahp.jp　    発行責任者/島田　昇二郎　制作・協力/秀英社印刷（株）　
社会医療法人シマダ　嶋田病院の明示の承諾なく、本誌に掲載する一切の文書・図版・写真等を、手段や形態を問わず複製・転載することを禁じます。

春のレディースキャンペーン
※申込期限：５月20日（土）まで
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子宮頸がん検査

8,800

7,350
子宮頸がん検査単独検査

５月31日までの特別価格

法人理念

ビジョン

診 療 実 績
新入院患者数
救急車搬入数
初診紹介数
紹　介　率
平均在院日数

2023年１月　   　 2023年２月　   　2022年12月　
270人
295人
442人
38.0％
8.2日

160人
190人
345人
35.9％
11.1日

230人
181人
374人
54.2％
10.3日

［編集/広報委員 本間　翼］

［編集後記］　　　　　　　　　新年度となりました。昨年度（令和４
年度）は嶋田病院創立60周年の記念イヤーでしたが、
61年目が始まりました。
　2025年には団塊の世代が75歳以上となり、高齢化社会に
なります。新型コロナウイルスのピークの際は、病床数が
足りずに入院受け入れが出来ない事態が発生し苦い経験を
しました。将来的には高齢者の方が多くなるため、入院を
希望される方が多くなり病床数が足りなくなる懸念が
あります。苦い経験をしたからこそ、今後は円滑に入院を
行えるように退院支援が重要となります。
　また当法人では今年度、理念が改定されました。より
一層、地域に密着した理念となり職員一同、改まった気持ちで
それぞれの業務に携わります。
　61年目以降の社会医療法人シマダは、さらに地域を
大切にし一人ひとりの患者さんに寄り添った医療・介護を
提供いたします。
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徳丸　望夢
急性期にて食事動作の介入にて
学習性不使用の予防に繋がった
一症例

リハビリテーション部

2022年11月26日～11月27日

藤田　俊英
脳卒中片麻痺患者の歩行再獲得
に向けた装具療法に対する党員
の取り組み第一報
～装具カンファレンス導入による変化～

リハビリテーション部

2023年2月12日

糸山　雄一郎
長下肢装具を使用し歩行獲得を
目指した症例

リハビリテーション部

私たちは、救急・急性期医療と専門医療、
予防医学、介護とケア、地域との連携により、
良質なサービスを切れ目なく提供します。

　医療、介護、全人的ケアを通じて地域とつながり、私たちがかかわる
すべての人たちが安心と満足と幸せを感じる組織であり続けます。

私たちは、地域の方々が安心して自分らしく
暮らしていけるよう、治し癒し支える社会を
創ります。

私たちは、かかわる人たちすべてが満足と
幸せを感じ、私たち自身も夢を持ち輝ける
組織になります。
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学術活動［学会発表］令和４年11月～令和５年２月

2023年2月9日

症


